

























されている G-W-G'は基本的に G-W…P…W'-G' として理解して良
いであろう。マルクスは商業資本をも挙げているが，産業資本が平均利潤を














































































































































































































































































7) マルクスは f23冊のノート」中のノート15冊の fC諸収入とその諸源泉J におい
て，はじめて利子生み資本範鴎を明確に提示している。それはすでに『要綱』におい










































S. 917]， S. 1493)。ここにおいて，疎外された資本所有としての単なる資
本所有はその自立的な姿を獲得することになる。あるいは資本所有は，ます
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